
　物価・金利の上昇や国際情勢の不安定化などにより、本県を巡る財政環境は厳しさが続いて
おり、今年度「起債許可団体」に移行する見通しです。そのため、県議会と知事とが情報を共
有して相互理解を図りながら、限られた財源の中で、施策の選択と集中を一層徹底することに
より、財政健全化と未来への投資の両立を果たし、県民の皆様にも理解が得られるよう、県民
主役の行財政構造の健全化を進めてまいります。
　「和を以て貴しと為す」の精神のもと徹底した議論を尽くし、合意形成を図りつつ県政を前
へ進めるとともに、対話と協調を基調とした円滑な議会運営に努め、議会活動の状況や県政課
題に対する議会の方向性について県民の皆様への説明責任をしっかりと果たし、覚悟と誇りを
もって全力で取り組んでまいります。
　行財政の健全化に向け、課題にしっかりと向き合いながら、皆様とともに次の世代に誇れる
兵庫の未来を切り拓いてまいりましょう。

◆ 安定的皇位継承の国会論議促進を求める意見書
◆ 中東情勢に伴う物価高騰・資材不足等への対策強化を求める意見書
◆ １型糖尿病について難病指定などの支援の充実を求める意見書
◆ 高齢化社会における移動販売車を運営する事業者への支援を求める意見書
◆ ドクターヘリの安定的かつ持続可能な運用体制の確立を求める意見書
◆ ドナーミルクの利用拡大を求める意見書
◆ 子供の豊かな学びと育ちを保障するための令和９年度教育予算拡充を求める意見書
◆ 地方財政の充実・強化を求める意見書

意見書（可決 計８件）

議長・副議長ごあいさつ

◆ 令和８年度兵庫県一般会計補正予算（第１号）
◆ �職員の特殊勤務手当に関する条例等の一部を改正

する条例
◆ �認定こども園の認可等に関する条例の一部を改正

する条例　など
※「知事及び副知事の給与の特例に関する条例の一部を改正

する条例」については継続審査

予算、条例及びその他議決案件
（可決・承認・同意 計18件）

知事から提出された予算・条例案などを審議し、
次のとおり議決しました。第375回 ６月定例県議会の概要 ６月２日～６月11日

第375回６月定例兵庫県議会第375回６月定例兵庫県議会

あなたの声を県政に、伝えよう私たちの心、夢かなうひょうごへ

議会広報PRキャラクター
「兵議博士」

ひょう ぎ はか せひょうご県議会ひょうご県議会 だよ り

新体制新体制でのでの県議会県議会がが
スタート！スタート！

第129代議長

北野 実
第134代副議長
岡 つよし

広告欄のため不掲載

1 � ひょうご県議会だより 2026（令和８）年 夏号 No.150

広告掲載に関する問い合わせは 株式会社 ウィット　 072-668-3275まで



第375回６月
定例県議会での
質問の一部をご紹介

※代表質問・一般質問の模様は、
各QRコードからつながる

「インターネット中継」でご覧いただけます。

次回の定例県議会は９月に開催予定です。

委 員 長	　山　口　晋　平（自民）
副委員長	　高　橋　みつひろ（維新）
委　　員	　松　本　裕　一（自民）
委　　員	　谷　口　俊　介（自民）
委　　員	　上　野　英　一（県民）
委　　員	　島　山　清　史（公明）
委　　員	　谷　井　いさお（公明）
委　　員	　戸井田　ゆうすけ（自民）
委　　員	　北　口　寛　人（自民）
委　　員	　風　早　ひさお（自民）
委　　員	　飯　島　義　雄（維新）
委　　員	　斉　藤　なおひろ（維新）

幹　　事　　長　北　口　寛　人
副　幹　事　長　風　早　ひさお
副　幹　事　長　大　上　和　則
副　幹　事　長　前　井　ま　き
政 務 調 査 会 長　戸井田　ゆうすけ
政務調査副会長　長　瀬　たけし
政務調査副会長　太　田　やすふみ

兵庫県議会自由民主党議員団

幹　　事　　長　上　野　英　一
副　幹　事　長　北　上　あきひと
政 務 調 査 会 長　中　田　英　一
政務調査副会長　橋　本　成　年

兵庫県議会ひょうご県民連合議員団

団　　　　　長　岸　本　かずなお
副団長兼幹事長　谷　井　いさお
筆 頭 副 幹 事 長　島　山　清　史
副　幹　事　長　竹　尾　ともえ
政 務 調 査 会 長　小　泉　弘　喜
政務調査副会長　菅　　　雄　史

兵庫県議会公明党議員団

幹　　事　　長　増　山　　　誠
政 務 調 査 会 長　白　井　たかひろ

躍動の会兵庫県議会議員団

団　　　　　長　高　橋　みつひろ
幹　　事　　長　斉　藤　なおひろ
副　幹　事　長　青　山　　　暁
政 務 調 査 会 長　飯　島　義　雄
政務調査副会長　別　府　けんいち

維新の会兵庫県議会議員団

団　　　　　長　庄　本　えつこ
政 務 調 査 会 長　久保田　けんじ

日本共産党兵庫県会議員団

「会派」とは、政治上の主義や政策を同
じくする議員が集まり、議会活動を共
に行う団体のことです。県議会では会
派を中心とした活動が行われています。

【会派別構成】現員82人（欠員４人）（令和８年７月２日現在）

自由民主党	 35人（42.7%）
維新の会	 16人（19.5%）
公明党	 13人（15.9%）
ひょうご県民連合	 8人（  9.8%）

議会を公正かつ円滑に運営するため、
定例会の会期や議事日程、議会の運
営方法などを協議します。

◆ 議会広報紙で使用している会派名の略称は、次のとおりです。◆
◆ 自　民…自由民主党
◆ 躍　動…躍動の会

◆ 維　新…維新の会
◆ 共　産…日本共産党

◆ 公　明…公明党
◆ 無所属…無所属

◆ 県　民…ひょうご県民連合

会派役員 議会運営委員会

代表質問（６月５日）

一般質問（６月８日）

県
政
改
革
に
向
け
た

基
本
認
識
に
つ
い
て

副
首
都
構
想
に
つ
い
て

今
後
の
県
政
改
革
の
大
き
な
方
向
性
を

定
め
る
た
め
の
議
論
の
ス
タ
ー
ト
地
点

に
立
ち
、
ど
の
よ
う
な
基
本
認
識
と
覚
悟
で

改
革
の
方
向
性
を
示
す
の
か
。

大
阪
府
と
共
に
副
首
都
機
能
を
担
う
意

思
を
明
確
に
示
し
、
再
び
存
在
感
あ
る

「
雄
県
兵
庫
」
の
復
活
に
向
け
た
戦
略
を
描
く

べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

財
政
健
全
化
と
県
民
生
活
の
維
持
・
向

上
は
、両
立
を
目
指
す
べ
き
も
の
で
あ
り
、歳
入・

歳
出
全
般
の
見
直
し
を
進
め
、
各
施
策
の
必
要

性
と
効
率
性
を
見
極
め
る
こ
と
で
、
財
政
健
全

化
と
未
来
へ
の
投
資
の
両
立
を
図
る
。
財
政
構

造
を
丁
寧
に
分
析
し
な
が
ら
整
理
し
、
県
民
・

議
会
・
市
町
と
の
対
話
を
重
ね
、
理
解
と
共
感

を
得
な
が
ら
、
自
ら
が
先
頭
に
立
ち
、
強
い
意

志
と
覚
悟
を
も
っ
て
改
革
に
挑
み
続
け
て
い
く
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

ま
ず
関
西
広
域
連
合
で
は
様
々
な
分
野

に
お
い
て
関
西
一
体
で
取
り
組
ん
で
お
り
、

本
県
は
特
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
知
見
・

ノ
ウ
ハ
ウ
か
ら
、
防
災
庁
の
地
方
機
関
の
設

置
を
提
案
す
る
な
ど
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

大
阪
府
と
も
産
業
、
観
光
、
港
湾
、
物
流
や

交
通
の
各
分
野
で
連
携
し
た
取
組
を
展
開
し

て
お
り
、
県
と
し
て
も
強
い
関
西
経
済
圏
の

形
成
・
発
展
の
一
翼
を
担
っ
て
い
く
。

QQ AA

自
由
民
主
党

風か
ざ

早は
や 

ひ
さ
お

◆ 

宝
塚
市

維
新
の
会

別べ
っ

府ぷ 

け
ん
い
ち

◆ 

尼
崎
市

骨
髄
バ
ン
ク
の
認
知
不
足
解
消
と
ド
ナ
ー
登
録

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
へ
の
取
組
に
つ
い
て
。

【
答
弁
者
：
保
健
医
療
部
長
】

若
年
層
の
登
録
不
足
や
負
担
軽
減
が
課
題
。
献

血
併
行
型
登
録
会
や
経
験
者
講
義
、
休
暇
導
入
支
援

の
継
続
実
施
と
オ
ン
ラ
イ
ン
登
録
及
び
、
ス
ワ
ブ
検

査
※1

を
用
い
、登
録
推
進
と
支
援
充
実
を
し
て
い
く
。

白し
ら

井い 

か
ず
や

◆ 

自
由
民
主
党

◆ 

三
田
市

QA
文
書
問
題
に
お
け
る
対
応
に
つ
い
て
、「
適
正
・

適
切
・
適
法
」
と
さ
れ
る
根
拠
と
は
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

文
書
が
事
実
と
異
な
り
、
個
人
名
や
企
業
名
も

多
数
含
ま
れ
、
多
方
面
に
著
し
く
不
利
益
を
及
ぼ
す

と
認
識
し
た
。
初
動
か
ら
懲
戒
処
分
に
至
る
一
連
の

県
の
対
応
は
適
切
だ
っ
た
と
考
え
る
。

小こ

西に
し 

ひ
ろ
の
り

◆ 

ひ
ょ
う
ご
県
民
連
合

◆ 

西
宮
市

QA
多
自
然
地
域
※２

で
の
空
き
家
の
増
加
を
踏
ま
え

た
子
育
て
住
宅
施
策
の
さ
ら
な
る
展
開
を
伺
う
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

阪
神
間
の
モ
デ
ル
事
業
の
他
地
域
展
開
を
議
論

し
て
い
る
。
多
自
然
地
域
で
は
賃
貸
住
宅
が
少
な
い

た
め
、
空
き
家
の
子
育
て
世
帯
向
け
住
宅
と
し
て
の

活
用
な
ど
支
援
施
策
を
検
討
す
る
。

麻あ
さ

田だ 

寿ひ
さ

美み

◆ 

公
明
党

◆ 

川
西
市
及
び
川
辺
郡

QA
私
立
高
校
の
校
外
学
習
は
、
事
故
防
止
等
安
全

面
で
万
全
の
措
置
が
図
ら
れ
て
い
る
か
。

【
答
弁
者
：
総
務
部
長
】

各
校
が
危
機
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
、
安

全
上
の
課
題
に
つ
い
て
必
要
十
分
な
確
認
を
行
い
、

引
率
教
員
体
制
等
を
確
保
し
て
い
る
が
、
学
校
法
人

の
主
体
的
な
取
組
を
促
進
し
て
い
く
。

な
か
い 

隆た
か
晃あ

き

◆ 

維
新
の
会

◆ 

神
戸
市
長
田
区

QA

躍動の会	 3人（  3.7%）
日本共産党	 2人（  2.4%）
無所属	 5人（  6.1%）

広告欄のため不掲載
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第375回６月
定例県議会での
質問の一部をご紹介

※代表質問・一般質問の模様は、
各QRコードからつながる

「インターネット中継」でご覧いただけます。

次回の定例県議会は９月に開催予定です。

県民の皆さまに県議会の役割や機能について理解を深めていただくため、常任委員会を
地域で開催します。傍聴を希望される方は、次のいずれかの方法でお申し込みください。
① QRコードから申込フォームに入力
② 議会事務局議事課へ電話（☎078-362-3714）
③ 参加申込書をFAXで送付
また、当日会場でも傍聴受付で手続き（氏名・住所記載）
の上、傍聴いただけます。参加費は無料です。

※会場の都合上、多数の場合は、傍聴いただけない場合があります。
　（定員は申込の先着順で30人です。）

６月８日　一般質問は、
右記のQRコードより
視聴できます。

第375回６月定例県議会において、燃料高騰や物資の供給不足の影
響を受けやすい中小企業等における経営構造改革を支援するととも
に、長期化・深刻化が懸念される物価高へ対応するため、総額14.7
億円の補正予算（緊急経済対策）を可決しました。
≪６月補正予算の主な施策≫
● 事業者の経営構造改革への支援…5.7億円　● 足元の物価高への対応…9.0億円

県議会では、大学生と議員との政策議論を通じて、若
者ならではの感性や発想を議会に反映するとともに、
学生にとって実践的な学びの場となることを目指し、

「県議会サテライトゼミ」を実施しています。
第１回は５月26日に甲南大学マネジメント創造学部
のゼミ生30人が参加し、「ウェルビーイングを向上さ
せるライフデザイン（出会いを創出するアイデア）」
をテーマに、趣味や地域交流を通じた出会いの創出な
どについて、議員と意見交換が行われました。
第２回は７月10日に神戸学院大学経済学部のゼミ生
17人が参加し、市街地のごみ問題、献血への若者の協
力を得る工夫、消防団の課題と対策をテーマに発表を
行います。

甲南大学サテライトゼミ（5/26実施）

昨年度の様子
（警察常任委員会・姫路市）

令和８年度６月補正予算の概要

開催スケジュール
常任委員会名 総務常任委員会
開催場所 三木市中央公民館 ４階大ホール
開催日時 ７月29日（水）午後２時30分～

内　　容 ・�男女共同参画の推進と青少年の健全育成の推進について
・芸術文化の振興について

県議会サテライトゼミの開催
（５月26日・７月10日）

常任委員会の地域開催

※ 災害時に自治体等が、ほかの自治体や民間企業、NPOなどと相互協力するための取り決め※ 特定の物質や行動、あるいは自分の感情や衝動を、自分の意志でコントロールできなくなる状態

能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た

孤
立
対
策
強
化
に
つ
い
て

依
存
症
対
策
の
包
括
的
な

推
進
に
つ
い
て

能
登
半
島
の
過
疎
集
落
で
生
じ
た
課
題

は
、
本
県
の
中
山
間
地
域
で
も
同
様
に

発
生
し
得
る
た
め
、
地
震
の
教
訓
を
踏
ま
え

た
孤
立
対
策
強
化
に
つ
い
て
伺
う
。

ギ
ャ
ン
ブ
ル
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
薬
物
、

ゲ
ー
ム
等
へ
の
依
存
は
、
小
児
期
逆
境

体
験
を
背
景
と
し
た「
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
障
害
※
」

で
あ
り
、
包
括
的
な
対
策
が
必
要
。

【
答
弁
者
：
防
災
監
】

県
で
は
市
町
と
連
携
し
、
衛
星
携
帯
電

話
の
整
備
、
物
資
輸
送
訓
練
、
家
庭
で
の
備

蓄
促
進
を
実
施
し
て
き
た
。
能
登
半
島
地
震

の
教
訓
を
踏
ま
え
、
ド
ロ
ー
ン
運
用
な
ど
民

間
と
の
災
害
時
連
携
協
定
締
結
※
を
進
め
る
と

と
も
に
、
今
年
度
は
孤
立
集
落
発
生
を
想
定

し
た
訓
練
を
実
施
す
る
。
ま
た
、
被
災
地
へ

の
職
員
派
遣
を
通
じ
た
人
材
育
成
な
ど
、
防

災
体
制
の
さ
ら
な
る
強
化
に
取
り
組
む
。

【
答
弁
者
：
知
事
】

ひ
ょ
う
ご
・
こ
う
べ
依
存
症
対
策
セ
ン

タ
ー
が
総
合
的
な
窓
口
と
し
て
、
本
人
・
家

族
へ
の
相
談
や
医
師
等
の
専
門
相
談
、
地
域

生
活
支
援
者
へ
の
研
修
、
家
族
教
室
等
を
実

施
し
て
い
る
。
依
存
症
の
方
は
、
病
識
を
持

ち
に
く
い
傾
向
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
依
存
症

に
関
す
る
理
解
が
十
分
に
進
ん
で
い
な
い
こ

と
か
ら
、
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QA

※１ �【スワブ検査】
綿棒（スワブ）を使って口腔内粘膜の細胞
を採取し、白血球の型を調べる検査方法

※２ �【多自然地域】
地方の中小都市や中山間地域等の豊かな自
然環境に恵まれた地域や大都市近郊の自然
豊かな地域

※３ �【ケアリーバー】
児童養護施設や里親などの社会的養護のケ
アから離れた方

用語解説

◀お申込はこちら

詳細はこちら

広告欄のため不掲載
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谷口 俊介谷口 俊介
（自民）神戸市西区（自民）神戸市西区

黒田 一美黒田 一美
（県民）神戸市垂水区（県民）神戸市垂水区

岸本 かずなお岸本 かずなお
（公明）加古川市（公明）加古川市

中村中村  大輔大輔
（（維新維新）神戸市北区）神戸市北区

前井前井  まきまき
（（自民自民）宍粟市）宍粟市

大上大上  和則和則
（自民）丹波篠山市（自民）丹波篠山市

奥谷 謙一奥谷 謙一
（（自民自民）神戸市北区）神戸市北区

長瀬 たけし長瀬 たけし
（自民）神戸市東灘区（自民）神戸市東灘区

風早 ひさお風早 ひさお
（（自民自民）宝塚市）宝塚市

大前 はるよ大前 はるよ
（自民）西宮市（自民）西宮市

水田 裕一郎水田 裕一郎
（自民）姫路市（自民）姫路市

谷井 いさお谷井 いさお
（公明）尼崎市（公明）尼崎市

吉岡 たけし吉岡 たけし
（自民）神戸市垂水区（自民）神戸市垂水区

丸尾 まき丸尾 まき
（無所属）尼崎市（無所属）尼崎市

小西小西  ひろのりひろのり
（県民）西宮市（県民）西宮市

門 隆志門 隆志
（維新）宝塚市（維新）宝塚市

戸井田 ゆうすけ戸井田 ゆうすけ
（（自民自民）姫路市）姫路市

脇田脇田  のりかずのりかず
（維新）西宮市（維新）西宮市

大原大原  隼人隼人
（維新）尼崎市（維新）尼崎市

北川 泰寿北川 泰寿
（自民）西宮市（自民）西宮市

さかたさかた  たかのりたかのり
（維新）姫路市（維新）姫路市

石川 憲幸石川 憲幸
（（自民自民）丹波市）丹波市

山口 晋平山口 晋平
（（自民自民）たつの市及び揖保郡）たつの市及び揖保郡

伊藤 傑伊藤 傑
（自民）神戸市須磨区（自民）神戸市須磨区

上野 英一上野 英一
（県民）神崎郡（県民）神崎郡

松本 裕一松本 裕一
（自民）加古川市（自民）加古川市

北村北村  智智
（（維新維新）神戸市中央区）神戸市中央区

赤石赤石  まさおまさお
（（無所属無所属）神戸市東灘区）神戸市東灘区

飯島飯島  義雄義雄
（（維新維新）姫路市）姫路市

菅菅  雄史雄史
（（公明公明）神戸市兵庫区）神戸市兵庫区

大塚大塚  公彦公彦
（（公明公明）神戸市北区）神戸市北区

伊藤伊藤  栄介栄介
（（自民自民）神戸市中央区）神戸市中央区

白井白井  かずやかずや
（（自民自民）三田市）三田市

久保田久保田  けんじけんじ
（（共産共産）西宮市）西宮市

北上 あきひと北上 あきひと
（県民）川西市及び川辺郡（県民）川西市及び川辺郡

北浜 みどり北浜 みどり
（（自民自民）神戸市灘区）神戸市灘区

山本 敏信山本 敏信
（自民）高砂市（自民）高砂市

増山増山  誠誠
（躍動）西宮市（躍動）西宮市

長崎長崎  寛親寛親
（無所属）神戸市兵庫区（無所属）神戸市兵庫区

松本松本  隆弘隆弘
（（自民自民）明石市）明石市

大矢大矢  卓志卓志
（維新）神戸市垂水区（維新）神戸市垂水区

鍔木鍔木  良子良子
（維新）加古川市（維新）加古川市

橋本橋本  成年成年
（（県民県民）宝塚市）宝塚市

伊藤 勝正伊藤 勝正
（公明）明石市（公明）明石市

原 テツアキ原 テツアキ
（自民）淡路市（自民）淡路市

竹尾 ともえ竹尾 ともえ
（公明）西宮市（公明）西宮市

浜田 知昭浜田 知昭
（自民）洲本市（自民）洲本市

迎山 志保迎山 志保
（県民）加古川市（県民）加古川市

白井白井  たかひろたかひろ
（（躍動躍動）神戸市灘区）神戸市灘区

松尾松尾  智美智美
（（公明公明）姫路市）姫路市

なかいなかい  隆晃隆晃
（（維新維新）神戸市長田区）神戸市長田区

住本住本  陽子陽子
（（維新維新）神戸市須磨区）神戸市須磨区

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

副委員長

全議員紹介

天野 文夫天野 文夫
（公明）姫路市（公明）姫路市

大豊 康臣大豊 康臣
（自民）加西市（自民）加西市

北口 寛人北口 寛人
（自民）明石市（自民）明石市

北野 実北野 実
（（自民自民）姫路市）姫路市

斉藤斉藤  なおひろなおひろ
（維新）川西市及び川辺郡（維新）川西市及び川辺郡

島山 清史島山 清史
（公明）神戸市須磨区（公明）神戸市須磨区

高橋 みつひろ高橋 みつひろ
（維新）神戸市西区（維新）神戸市西区

橘 秀太郎橘 秀太郎
（（自民自民）豊岡市及び美方郡）豊岡市及び美方郡

富山 恵二富山 恵二
（自民）相生市（自民）相生市

中田 英一中田 英一
（県民）三田市（県民）三田市

前田 ともき前田 ともき
（県民）神戸市東灘区（県民）神戸市東灘区

岡 つよし岡 つよし
（自民）加古郡（自民）加古郡

小泉 弘喜小泉 弘喜
（公明）尼崎市（公明）尼崎市

太田太田  やすふみやすふみ
（（自民自民）南あわじ市）南あわじ市

庄本 えつこ庄本 えつこ
（共産）尼崎市（共産）尼崎市

麻田麻田  寿美寿美
（公明）川西市及び川辺郡（公明）川西市及び川辺郡

内藤 兵衛内藤 兵衛
（（自民自民）西脇市及び多可郡）西脇市及び多可郡

村岡 真夕子村岡 真夕子
（自民）三木市（自民）三木市

佐藤佐藤  良憲良憲
（（維新維新）伊丹市）伊丹市

里見里見  孝枝孝枝
（（公明公明）伊丹市）伊丹市

小林小林  昌彦昌彦
（無所属）小野市（無所属）小野市

越田 浩矢越田 浩矢
（公明）神戸市長田区（公明）神戸市長田区

石井 秀武石井 秀武
（（無所属無所属）神戸市西区）神戸市西区

青山青山  暁暁
（維新）芦屋市（維新）芦屋市

岸口岸口  みのるみのる
（躍動）明石市（躍動）明石市

黒川 治黒川 治
（自民）尼崎市（自民）尼崎市

長岡 壯壽長岡 壯壽
（自民）赤穂市、赤穂郡及び佐用郡（自民）赤穂市、赤穂郡及び佐用郡

藤田 孝夫藤田 孝夫
（自民）養父市及び朝来市（自民）養父市及び朝来市

総　務
常任委員会

健康福祉
常任委員会

農政環境
常任委員会

文　教
常任委員会

産業労働
常任委員会

建　設
常任委員会

警　察
常任委員会

議員定数：	82名（欠員４名）
自　民：	35名
維　新：	16名
公　明：	13名
県　民：	 8名
躍　動：	 3名
共　産：	 2名
無所属：	 5名

別府別府  けんいちけんいち
（（維新維新）尼崎市）尼崎市

藤本 百男藤本 百男
（自民）加東市（自民）加東市
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